
とは直接関係のか ､ことも示し得る｡

｢あゆむ｣

i) 歩行を表わす場合.方法は ｢あるく｣に同じ｡

ただし ｢あるく｣よりは速度がゆっくりで,

意志性に乏しい｡全般的に文語的なニュアン

スを含む｡

ii) 時間の進行に基づく抽象的な移動の概念を示

す｡

iii) 複合動詞においては,足による移動も抽象的

移動も示し得る｡

〔付記〕

調査を行なったのは,S.55.10,及びS.56.1.であ

る｡協力して頂いた方々に感謝いたします｡

(注1) ムカデやゲジゲジの頬では不可｡

(注2) 例文(ll)は,実際に足を動かして移動するこ

とを示し,その運動を補肋するために ｢松兼杖｣

が使われる｡それに対して(9)では,足を動かすこ

とは要求されず,手で串絵を回したり,後方から

押してもらって移動するところにやや問題がある｡

筆者は不自然であるとは特に感じていないが,人

によっては問題の多い箇所であろう｡

(注3) 年齢によって ｢あるく｣と ｢あゆむ｣を使

い分けている話者S(表 1参照)は伽)を認めてい

る｡この話者のケースでは,幼児以下では ｢あゆ

む｣,それ以上になると ｢あるく｣を使うという

ことである｡話者Dでは ｢恋の道ゆき｣など限ら

れた場面にのみ可能である,としている｡

(注4) これは ｢あるいた｣と ｢あるいてきた｣の

間で,アクペクトが異なっているためではないか

とも考えられるが,詳細については今後の問題で

ある｡その他,話者によっては,動作の主体が人

であるかないかで ｢あるいた｣と ｢あゆんだ｣に

影響があるとする人もあった｡ただし調査ではそ

こまで扱わなかった｡

(注5) 歩行運動では,経路などを決めるのは動作

主であるが.人生などはこうしたいと思ってもな

かなかうまくいかないことがあり,意志だけでは

どうにもならない.という意｡

(注6) 従って,

(i) xあるき 学ぶ

(ii) xあゆみ 話す

などは不可能である｡

言語経歴 :1957年9月東京都板橋区生｡現在

に至る｡

(東京都立大学学生)

ける･ふむ

1. はじめに

(1)石を ける｡

(2)石を ふむ｡

上の二丈を比較するまでもなく,.ここにとりあげる

rけるJ と ｢ふむ｣を頬虫語とは言い稚い｡この二語

に共通する点といえば,国立国語研究所1964で ｢ある

く｣｢はしる｣などと一つのグループにしてあるその項

目どおり,｢足の動作｣ であるという点であろう｡ま

た,｢足の動作｣ではあっても ｢あるく｣や ｢はしる｣

などいわゆる移動動詞に含まれる語とは異なり,く接

触〉と何らかの関係をもつであろうと予想されること

も共通するといえよう｡しかし,く接触〉との関係の

仕方 もそれぞれ異なる｡本稿においては.｢ける｣と

｢ふむ｣を比較するのではなく,それぞれ違う語との

比較を行い,｢足の助作｣であるという観点からでは

木 川 行 央

なく.く接触〉との関係.ひいては く接触〉と関係す

る他の語との関係を考えていく｡

2.けち

2.1.

｢ける｣を,辞番では.次のように記述している｡

○ ①足で物をつきとばす｡足で突いて前や後ろに

とばす｡(r日本国語大辞典J)

○ (》足でつきやる｡足でつきとばす｡(r広辞苑第

二版補訂版J)

o ①足で突きとばす｡(r改訂新潮国語辞典J)

○ ①足の先で強く物を突きやる,また,はね飛ば

す｡(r岩波国語辞典第三版J)

○ ①足にはずみをつけるようにして,物を突く(突

いて飛ばす)｡(r新明解国語辞典節三版J)
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o 足でものを強くつきとばす｡(r外国人のための

基本語用例辞典第二版J)

各辞執 こ共通するのは,足を用いた行為であるとい

う点,突くという動作である点,そして対象物を飛ば

すあるいは劫かすという点であろう｡このうち,足を

用いた行為である点は否定できないであろう｡

(3) 太郎は 右足で 石を けった｡

(4) 太郎は 石を けった｡

(3)のように手段である足を表現する場合もあるが,

(4)のように特に手段をいわない場合も多い｡しかし,

この場合も手段が足であることは当然合意されている｡

ただし,｢足の先｣とまで特定することには問題があ

る｡

(5) サッカーボールを 足の甲で ける｡

また複合名詞ではあるが ｢ひざげり｣という語もあ

る｡日常的には足の先を用いる場合が多いであろうが,

広義の ｢足｣の他の部分を用いる場合にも ｢ける｣と

いう語が用いられ.｢ける｣手段 を ｢足の先｣と特定

することはできない｡

手段が く足〉ということになれば,動作の主体は当

然足をもつものとなる｡細かくいうならば,同じ ｢足｣

といわれるものを持っているものであっても,虫や姓･

鳥などの小動物が動作主となることは稀であろう｡し

かし,このような点を ｢ける｣の意義の記述に含める

ことはしない｡手段が動作主の制限をするのと同様,

以下に述べる動作に関する特徴も動作主を制限するか

らである｡手段 ･動作などに関する特徴によってのみ

動作の主体が制限され,それ以外の点で制限のないも

のについては,記述する必要はなかろう｡(逆に,ち

し,手段 ･動作に関する特徴を満たせば,何が動作主

となってもかまわない｡通常 ｢ける｣の動作主とはな

らないものであっても,状況によっては,動作主とな

る場合もある)

次に,各辞番に共通する点として ｢突く｣という語

がその鋭明に用いてあるという点がある｡｢つく｣と

いう語と ｢ける｣という語の意味を比戟すると.共通

する点としては,いずれも対象物に対し力を加えると

いう点がある｡また類似する点として,｢つく｣の手

段が,先の尖った物あるいは細い物であり,｢ける｣

の手段も足の先という先の尖った物あるいは細い物と

意鼓されうる物である場合が多いという点がある｡

(6) 箱を 足の先で ついて むこうに やる｡

(7) 箱を 足の先で けって むこうに やる｡

しかし.(6)と(7)を比べると,その表すところは異な

る｡この追いは,｢つく｣と ｢ける｣の く接触〉との関

係の違いに帰因するといってよい｡｢つく｣の場合.

木川1979で述べたように,すでに接触している状態か

ら力を加える場合にも用いられるのに対し,｢ける｣

で表される場合.接触している状態からの動作の表現

としては用いられない｡すなわち,｢ける｣ためには,

接触していない状態にして,あらためて対象物に接触

する必要があるわけである｡また,｢つく｣が ｢てい

る｣と結びついて動作の継枚を表しうるのに対し.｢け

る｣が ｢ている｣と結びつくと,多くの場合,継続で

はなく反復を表す｡この二点がこの二語の相異点とし

ては重要であろう｡

さて,食後に ｢つきとばす｣あるいは ｢つき空旦｣

という記述についてみてみよう｡｢ける｣と表現 され

る状況では,たしかに対象物が飛んだりあるいは転が

ったりして移動すると考えられる場合が多くある｡し

かし,常に対象物が動 くわけではない｡この点は,

｢おす｣と比較して考えられる｡たとえば次の例では,

対象物が移動するようにみえる｡

(8) 机を おす｡

しかし,この場合 ｢机｣が動 くことは必須条件では

ない｡動かない場合もありうる｡

(9) 壁を おす｡

この場合にはむしろ動かなかったと解されるのでは

なかろうか｡しかし.(8)にしても(9)にしても,話し手

の意図(｢おす｣という語を用いた意図)としては,対

象物を動きうるもの,あるいは対象物を動かすことを

目的とした動作であるということがあるのではなかろ

うか｡木川1979では.この点を,対象を く可動物〉と

することによって処理した｡

では,｢ける｣の対象を く可動物〉と考えることが

できるだろうか｡たとえば,次のような例はさほど不

自然ではなかろうし,(9)のように一見特殊な例のよう

にみえるものでもないだろう｡もちろん対象を動かす

ことを目的としない｡

(10)荷物が多いので ドアを けって 部屋の中の

人に知らせ,あけてもらった｡

Ol) たったひとりの相手をかこんで,たたいたl)け

ったりのらんほうをした｡(r外国人のための基本

語用例辞典第二版Jの用例より)

したがって,｢ける｣に ｢対象物が移動する｣とい

うような記述は必要ないであろう｡

以上のように,｢ける｣を ｢つ く｣や ｢とばす｣と

いう表現で鋭明することは,妥当でない｡

ところで,｢ける｣にはtで述べたように,く力を加

える〉ことが必要である｡(1)と,単なる接触を表す02)
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を比較されたい｡

(1)石を ける｡(前出)

02)石に ふれる｡

また,次のよう力が加わったことを示す修飾も可能

である｡

(13) 石を 力一杯 けった｡

(lD 石を 軽く けった｡

さらに,｢つく｣との此鞍で,｢ける｣には く接触す

る〉こと (すなわち,接触していない状態から接触状

態への移行)を必要とすること,また瞬間的な動作で

あることを示した｡これらの特徴は.｢たたく｣など

のいわゆる打撃動詞と一致する｡

柴田崩1976では.｢たた く｣や ｢なぐる｣｢ぶつ｣

｢はたく｣｢うつ｣に共通する特徴 く打撃を加える)

ということが次のように説明されている｡

く何かが,何かに向けて,何かを,勢いよく接触

させることによって力を加える〉( p.187)

このうち,く勢いよく〉というのがどのような特徴

であるのか,はっきりしないが,これを速さと強さと

考え,強さを く力を加える)に含まれるもの.速さを

く瞬間的)という特徴であらわされるものと考えるな

らば.｢ける｣を ｢たたく｣ などともに打撃動詞 と考

えてさしつかえなかろう｡

｢ける｣と ｢たたく｣ を比較した場合,動作に関す

る特徴は上述のように一致する｡しかし.｢ける｣動

作の手段が足に限られるのに対し,｢たたく｣動作の

手段は,手および手に持ったものの場合が多いとはい

え,他の身休部位,たとえば頭などでもよいし,｢け

る｣と同じ足でもよい｡

(15) 足で ドアを たたく｡

すなわち,｢たたく｣の場合,｢ける｣とは異なり,

動作の主体の身体およびそれに準ずるものであればよ

く.それ以上の制限はないと考えてよい｡

では,｢ける｣と ｢たたく｣の通いは手段に関する

特徴の差だけによるものであろうか｡

(16) ドアを たたく｡

(17) 机を たたく｡

通常.(16)は水平方向への動作であり,07)は鉛直方向

への動作と解される｡さらに,上下 ･前後 ･左右等に

関しても制限はなく,方向性についての特徴はない｡

一方,｢ける｣には,かかとを用いて後へ,足の側面

を用いて横へ,足の先を用いて前へ力を加える場合は

あるが,足の妾を用いて.下へ,すなわち鉛直方向に

力を加えることは表さない｡つまり.一見したところ,

動作の方向が限定されているようにもみえる｡しかし,

足をも手段とし得.さらに方向性に制限のない ｢たた

く｣ を用いた表現でも,｢足で鉛直方向にたたく｣と

はいい難い｡これより,｢ける｣と ｢たたく｣におい

て,方向性に関する特徴に差があるのではなく,むし

ろ ｢足の轟 ｣という部分が く瞬間的〉く凄触する〉く力

を加える〉という特徴を一度に実現するのに不適当な

部分である.あるいは通常足の裏を用い上のような動

作は行なわれないと判断されるためではなかろうか｡

また.これまであげてきた ｢ける｣の例文を,｢たた

く｣あるいは｢足で たたく｣といいかえた場合,｢け

る｣とはニュアンスが異なる,または表現自体不自然

となるものがあろう｡その理由 としては,一つには

｢ける｣と ｢たたく｣の追いが,手段に関する点だけ

ではなく他にもあるということが考えられる｡しかし,

それよりも,｢ける｣が,意義の上で ｢たたく｣に包

摂される語であり,いいかえればより具体的な表現と

なるため,｢たたく｣よりも｢ける｣の方がより日払な

表現となるのではなかろうか｡このような点について

は,さらに考察する必要がある｡

以上より,｢ける｣の意義を次のように考える｡

｢ける｣ :く(動作主が)(動作主の)足で (対象物に)

瞬間的に接触して力を加える〉

なお,く瞬間的に〉という特徴は,く接触 して力を

加える〉という特徴全体に関わるものであり,く接触

する)あるいは く力を加える)それぞれ個々の特徴に

関わるものではない｡

2.2.

｢ける｣には,以下のような用法もある｡

(IO 船は 汝を けって 進んだ｡

この場合,｢ける｣手段となるのは,船の下方,水面

に揺する部分であり,そこを ｢足｣とみたてていると

考えられる｡しかし,実際には,上で述べてきたよう

な意味でのく接触)は行なわれていないとも思われる｡

(10の ｢けるJは,手段が ｢足｣とみたてうる部分であ

ること,そして動作の結果,波がとび,それが｢ける｣

動作のあとよく見られる状態であることなどから用い

られると考えることができよう｡

(19) 席を けって 立つ｡

(1馴ま,実際に ｢ける｣動作 (あるいは ｢ける｣とい

いうるような動作)を行なう場合と,実際には ｢ける｣

動作を行なわないが心情的にはそのような動作をおこ

しかねない状態を表す場合がある｡後者の意味での用

法は,2.1.であげた ｢ける｣ の意義 とは別に.r席を

ける｣という一つのイディオムとして処理するのか妥
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当かもしれない｡

(細公団側が 農民の要求を ける｡

Cl) 彼が 社長のいすを けった｡

これらの ｢ける｣は,く拒否する)あるいは く拒絶

する〉意を表す｡¢馴紬の二文においても,動作主と対

象物が動作の前に接触すること (すなわち,榊では

｢公団側｣が ｢要求｣を一度うけること,Cl)では r披｣

が ｢社長のいす｣にすわること)はないとみることが

でき,2.1.で述べた ｢ける｣の意義と共通する点を認

めることはできる｡しかし.それで解釈しきれるもの

か疑問である｡別の意丑を考えるべきかもしれないが,

ここでは扱えない｡

3.ふむ

3.1.

｢ける｣が,辞番の記述では ｢つく｣を用いて説明

されているのに対し,｢ふむ｣の第一の説明には,｢お

す｣または ｢おさえる｣が用いられている｡

o ①足で物を上から押しつける｡(r岩波国語辞典

第三版J)

o O足で押えて,動かないようにする｡

㊤足で押えて.動かすようにする｡(r新明解国

酷辞典第三版.J)

o 1.あげた足をおろしておす｡(r外国人のための

基本語用例辞典第二版J)

｢ける｣と同様,手段が足であることは一致してい

る｡次の例の ｢タイヤ｣なども,一種の ｢足｣とみた

てられよう｡

¢i) タイヤが 釘を ふんで パンクした｡

では,｢ふむ｣と ｢おす｣｢おさえる｣を比較してみ

よう｡

｢おす｣｢おさえる｣の意我を木川1979では次のよう

に考えた｡

｢おす｣ :(i)く可動物に-⑳という方向の力を加え

る〉

(ii)く(印等)価値のある痕跡を何かにつけ

る〉

｢おさえる｣ : く不動物に力を加える〉

く可動物〉く不動物)は,それぞれ,｢動きうるもの

あるいは動 くものと話し手が想定するもの｣,｢動かな

いものあるいは動かなくなるもの｣を表す｡｢おす｣

川と ｢おさえる｣は,この点で対立する｡また,く-

⑳〉という特徴は,Aが動作の主体を表し,その主体

から触れる方向を←｣つが表す｡｢おす｣(i)はこの特徴

によって.く-⑳〉という特徴をもつ ｢ひく｣と対立

する｡(｢おす｣(ii)は,ここでは直接関与しないので,

以下では ｢おす｣(i)を ｢おす｣という)

両語 ともに,く力を加える〉という特徴だけが与え

られている｡これは,実際に接触することがなくとも

よいということではなく,意毛記述の上からは余剰的

なものであるということである｡

さて.｢ふむ｣であるが

脚 ペダルに 足を のせ ふんだ｡

の場合,｢ふむ｣は ｢ペダル｣と ｢足｣が接触したこ

とまでは表さず,接触後力を加えたことを表す｡もち

ろん,

伽 まんじゅうを ふむ｡

のように.力を加える以前に.対象物と足が接触した

ことをことばで表さない場合もあり,接触することか

ら力を加えるまでを ｢ふむ｣で表しているとも解釈で

きる｡しかし.この場合でも,｢ふむ｣が意味するとこ

ろは,く力を加える)ということと考えられる｡

ところで,伽の例では,あまり力を加えているとは

意鼓されないかもしれない｡これは,｢おさえる｣に

おける

陶 枕を 石で おさえる｡

のような例と同様.足ひいては足がささえているもの

の体重のかかることが.結果的に,力を加えるのと同

じ働きをするものと考える｡さらに,次の例では,休

重がかかることも意識されないかもしれないが.一応

ここにまとめておく｡

(細 このラインを ふむのは 反則だ｡

この例も,rおさえるJの次の例 と比較して考えら

れる｡

帥 指で 地図上の一点を おさえた｡

さて,｢ふむ｣の対象が く可動物〉か く不動物〉か,

いいかえれば動作の目的として,対象物を助かすとい

うことがあるかどうかという点であるが,この語にお

いては問題 とならない｡鋤では,｢ペダル｣を動かす

ことが目的とは･ならない｡伽(禍では動かすこともまた

動かさないことも目的ではない｡もし,動かすことが

目的となるならば,そしてそれを特に表現する場合に

は ｢おす｣が用いられる｡

㈱ カランを 足で おきないで下さい｡

したがって,｢ふむ｣の意義には,｢おす｣｢おさえ

る｣にみられる.対象に関する特徴 (あるいは動作の

目的に関する特徴)は与えられない｡これは.同じ く力

を加える〉という特徴をもつ ｢つく｣と同じである｡

ところで.ききに手段は く足)であるとしたが.

｢ける｣とは異なり,足の甲や側面で力を加えても

- 44-



｢ふむ｣は用いられまい｡もしそのような状況を表す

とすれば,｢おす｣か ｢おさえる｣が用いられるであ

ろう｡

(純 絹を 足の甲で おす｡

剛)×箱を 足の甲で ふむ｡

01) 足の横で ドアを おさえる｡

02)x足の横で ドアを ふむ｡

また,足の轟を用いたとしても水平方向に力が加わ

るならば,｢ふむ｣は用いられない｡

83)×雇ころんで 箱を ふんだ｡

く力を加える)という特徴に,休塵をかけることを

も含めた点 とも関連するが,｢ふむ｣場合.力が加わ

るのは鉛直方向に限られる｡そして,この点は,上の

例から,手段による制限とも青い牡い｡したがって,

〈垂直方向に〉という特徴も,｢ふむ｣の意我特徴の

一つとしてあげておく｡

以上より,｢ふむ｣の意義は次のようになる｡

｢ふむ｣ : く(動作主が)(動作主の)足で(対象物に)

鉛直方向に力を加える｡

3.2.

｢ふむ｣には,3.1.で述べた以外にもいくつかの用

法がある｡

伽) アメリカの土を ふむ｡

この例は,実際に ｢土を ふむ｣動作からの表現 と

いえよう｡しかし.

脚 初舞台を ふむ｡

鯛 正規の手つづさを踏んでビザをもらうには3か

月かかります｡(r外国人のための基本給用例辞典

第二版Jの用例より)

などの例は,3.1.で述べた ｢.ふむ｣の意我と関連する

ものと想像できるが.別の意義を考える方が妥当かも

しれない｡

さらに,次の ｢ふむ｣にも別の意義を考えるべきで

あろう｡

附 このダイヤモン ドのゆびわは安 く踏んでも100

万円はします｡(r外国人のための基本給用例辞典

第二版Jの用例より)

また,次のような,イディオムと解されるものもあ

る｡

08) 二の足を ふむ｡

(39) じだんだを ふむ｡

(40) 韻を ふむ｡

これらの ｢ふむ｣については,ここでは述べない｡

4.まとめ

以上みてきたように,｢ける｣は ｢たたく｣などの

打撃助詞と,｢ふむ｣は｢おす｣や ｢おさえる｣｢つ く｣

などの動詞と共通する点が多い｡したがって,これら

の静を分類 していく際には,｢足の動作｣という,い

わば手段を基にしたグルービングとともに,動作の特

徴によるグルービングが必要である｡そして,語桑の

体系あるいは柵造を考える場合 (動詞の場合)には.

むしろ,後者のグルービングが優先されるべきではな

かろうか｡この諾割こ限らず,このような観点から,｢足

の動作｣あるいは ｢口の動作｣などと-まとまりにさ

れている語の再分類を行なう必要があろう｡

言語経歴 :1955年 3月 兵庫県西脇市生 0

歳～18歳 西脇市 18歳-22歳

静岡市 22歳一 束京都大田区

(東京都立大学大学院学生)

さける･よける

t. はじめに

本稿で取 り上げる ｢さける｣と ｢よける｣は,国立

国語研究所1964では, ｢2.353競走 ･攻防 ･勝敗｣に分

類されている｡この二語は.浜字とかなで表紀する場

令,いずれも ｢避ける｣になる｡そして,

(1) 自動車を 避ける｡

のような文では.｢さける｣と読むべきか,｢よける｣

と読むべきかは,これだけからは判断しかたい｡とこ

杉 本 武

ろが,

(2) 人目を 避ける｡

では,｢さける｣としか改めない｡また,(1)を ｢さけ

る｣と読んだ場合と,｢よける｣と読んだ場合とでは,

意味は等価ではない｡

そこで本稿では,このような,両語の意味の違いを

明らかにしていきたい｡
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